様式第３号別紙（添付例）
介護職員基礎研修課程の授業内容
クラス名　　　　　　　　　　  　
Ⅰ　基礎理解とその展開

	科目（細目）
	履修ポイント
	講義と演習の実施方法

	１　生活支援の理念と介護における尊厳の理解（３０時間）

	(1) 人間理解と尊厳

（○時間）
	
	講義に○時間を充て，「尊厳を支えるケア」に関するグループ討論（○時間）及び「死生観」に関する事例検討（○時間）を交える。

最後に，○時間をふりかえりに充て，口答試問により各受講生の理解度を確認し，理解度の低いポイントについて再度説明する。

	(2) 生活の考え方

（○時間）
	1a
	

	(3) 福祉の支援の考え方

（○時間）
	1b,1c
	

	(4) 介護の基本的な視点と意義

（○時間）
	1d,1e,1f
	

	(5) 地域生活支援と保健・医療・福祉サービス及びインフォーマルな活動等とのトータルなネットワーク

（○時間）
	1g,1h,1i
	

	(6) 利用者の権利と尊厳

（○時間）
	1j
	

	２　老人，障害者等が活用する制度及びサービスの理解（３０時間）

	(1) 高齢者保健福祉制度と施策

（○時間）
	2a,2c,2d
	

	(2) 障害者福祉制度と施策

（○時間）
	2k
	

	(3) その他制度・施策

（○時間）
	2l,2m,2n
	

	(4) 社会保障制度改革の背景

（○時間）
	2b,2p
	

	(5) 介護サービスの現状，動向，利用支援等

（○時間）
	2e,2f,2g,2h,2i,2j
	

	(6) 自分の住む街の制度・サービス

（○時間）
	2o
	

	３　老人，障害者等の疾病，障害等に関する理解（３０時間）

	(1) 加齢と生理

（○時間）
	3a,3b
	

	(2) 高齢者に多い疾病の医学的理解

（○時間）
	3c,3d,3e
	

	(3) 感染症の理解と予防

（○時間）
	3f
	

	(4) 疾病，障害と生活支援

（○時間）
	3g,3h
	

	(5) 訴えと症状の理解

（○時間）
	3i
	

	４　認知症の理解（３０時間）

	(1) 認知症の医学的背景の理解

（○時間）
	4a,4b,4c
	

	(2) 認知症の心理，行動の理解

（○時間）
	4d
	

	(3) 認知症の利用者への支援・介護の考え方

（○時間）
	4e,4f,4g,4h,4i,4j,4k,4l
	

	(4) 認知症介護における医療・保健・福祉，関係機関，地域資源との連携及び自立支援のための地域による支え合い

（○時間）
	4m
	

	(5) 家族へのケア

（○時間）
	4n
	

	５　介護におけるコミュニケーションと介護技術（９０時間）

	(1) 介護の考え方・視点

（○時間）
	5a
	

	(2) 介護におけるコミュニケーションと信頼関係形成

（○時間）
	5b,5c
	

	(3) 高齢者，障害者（児）の理解と心のケア

（○時間）
	5d,5e,5f,5g,5k
	

	(4) 基本的な介護技術の修得

（○時間）
	5h,5i
	

	(5) 介護予防の考え方と方法

（○時間）
	5j
	

	(6) 福祉用具の活用と住宅改修による自立支援

（○時間）
	5l
	

	６　生活支援と家事援助技術（３０時間）

	(1) 生活の理解

（○時間）
	
	

	(2) 「生活支援」の枠組みの中における家事援助（技術）の意義・役割

（○時間）
	6a,6b,6c,6p
	

	(3) 食生活の支援

（○時間）
	6d,6e,6f,6g,6h,6i
	

	(4) 被服生活の支援

（○時間）
	6j,6k
	

	(5) 住生活の支援

（○時間）
	6l,6m,6n,6o
	

	７　医療及び看護を提供する者との連携（３０時間）

	(1) 医療・看護との連携の基礎的理解

（○時間）
	7a,7b
	

	(2) 訪問看護の基礎的な理解

（○時間）
	7c
	

	(3) 医療機器，医療用具，薬の基礎的理解

（○時間）
	7d,7e
	

	(4) 褥そう予防に関する基礎的な理解

（○時間）
	7f
	

	(5) リハビリテーション医療の基礎的理解

（○時間）
	7g,7h,7i
	

	(6) 緊急時の対応方法

（○時間）
	7j
	

	(7) ターミナルケアの対応

（○時間）
	7k
	

	８　介護における社会福祉援助技術（３０時間）

	(1) 介護におけるソーシャルワークの基礎的理解

（○時間）
	8a
	

	(2) 介護における相談援助技術の修得

（○時間）
	8b,8c
	

	(3) 地域に根ざした包括的なケアの必要性

（○時間）
	8f
	

	(4) 地域生活支援の実際

（○時間）
	8d
	

	(5) 困難事例に対する援助活動の展開

（○時間）
	8e
	

	(6) 虐待防止，消費者被害，権利擁護への対応

（○時間）
	8g
	

	９　生活支援のためのアセスメントと計画（３０時間）

	(1) 生活プランの考え方

（○時間）
	9a
	

	(2) ケアプランとサービス計画の内容・機能

（○時間）
	9b
	

	(3) ケアプランとサービス計画の作成手順

（○時間）
	9c,9d,9f,9g
	

	(4) ケアプラン・サービス計画とサービス提供の実際

（○時間）
	9h,9i,9j
	

	(5) 地域生活支援のための地域環境のアセスメント技術と留意点

（○時間）
	9e,9k
	

	１０　介護職員の倫理と職務（３０時間）

	(1) 介護職員の職業倫理

（○時間）
	10a
	

	(2) 生命倫理

（○時間）
	10b,10c
	

	(3) 基本的マナー

（○時間）
	10d
	

	(4) 介護職員の職場の仕組みと職務内容

（○時間）
	10e
	

	(5) サービス提供時の契約と留意事項

（○時間）
	10f
	

	(6) 報告，会議，記録

（○時間）
	10g,10h
	

	(7) 介護事故等の予防と対策への組織的取り組み

（○時間）
	10i,10j,10k
	

	(8) よいキャリアのための自己研鑽，心身の健康管理等

（○時間）
	10l,10m
	


Ⅱ　実習

	区　　　　分
	内　　　　容

	１　事前演習（８時間）
	1 実習の目的，経験目標，実習中の態度・心構え，実習日程等について説明する。

2 事故防止の留意点を説明した後，演習を通じて基本的な介護技術を再確認する。

3 実習記録の方法について説明した後，小グループに分かれて実習記録の演習を行う。

	２　施設・居住型実習（８０時間）
	特別養護老人ホームでの実習

	３　通所・小規模多機能型実習（○時間）
	通所介護事業所での実習

	４　訪問介護実習（○時間）
	訪問介護事業所での実習

	５　地域の社会資源実習（４時間）
	市町村社会福祉協議会での実習

	６　事後演習（８時間）
	1 実習の報告

2 各受講生の経験目標の達成状況の確認

3 意見交換

4 質疑応答
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